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鰈量躊鰺m    l
社会には、虐待や貧困、死別など様々な理由で保護者と暮らせず、

児童養護施設など社会的養護のもとで暮らしているこどもたち、

そして社会的養護下から自立したが、家族からのサポー トを得ら

れず|1生 きる人たち(ケ アリーバー)が います。社会的養護の現状'

されtl‐居場所を見い出せず、進学や就職など生きる上で様々な困難

たちが自分らしく幸せに成長でき、暮らせるように、社会全体でコ

改|め て考え、誰もが一人の人間 として尊重される社会の実現をめざすことを目的 として、人権啓発 ドラマを制作 しました。■   |

鰈躊餞警彰

阪神・淡路大震災で夫 と幼い娘を亡 くし、心を閉ざ し

た まま生 きる主人公・和佳奈の唯―の拠 り所は、 自宅の

庭で花や野菜を育てること。だがある日、大切 に育てて

いた トマ トの芽が何者かに踏みつけられていた。誤 って

庭に入って しまった と謝罪に訪れたのは、児童養護施設 |,

の じぎく園で暮らす実結 (16)と 怜央 (9)。 実結は自分たち
‐

が植え直すと申し出るが、和佳奈はそれを突き放す。

しばらくして偶然再会 した実結と和佳奈。あの日の自分

の態度を気に していた和佳奈は、実結に「トマ トの種を

植え直すのを手伝って」と声をかける。それ以来、実結

こ―変1流1暴.めた和佳奈は、震災で夫と幼い娘を亡くし、今でも自分を責め続けていることを打ち明ける。実結も、施設で

暮|ら していることで受ける偏見や、大学進学という夢を和佳奈に打ち明け、2人 は互いに心を通わせていく。

‐
寒1結■誘われてのじぎく園へ招かれた1和1佳 奈は、園長の御子柴と、震災で母を亡くし、自身も施設出身だという児童

指導員あ諮雫からのじぎく園のことやII■ 1会 的養護のケアを離れたこどもや若者『ケアリーバー』について聞く。そして

実結は、和佳奈になら話してもいいと―、1親から虐待を受けていたことt音沙汰のなかった母親から突然会いたいと連絡があった

ことを明かすのだった。実結と1母親が再会した日に、和佳奈は松下から「実結が帰ってこない」と連絡を受け
―
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